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られる新しい水銀鉱体が発現されまた七坑レベ

ルにおける亀鉱体の下部延長部グ)発見があった出で

ある.このような朗報とか今回の探査の成果など

を考え併せるとき当鉱山の既知鉱床のいくつかは

さらに水平垂直方向に発展しまたすでに黄春

江教授などカミ指摘されたように新しい衛星鉱床が

発見されるなどの可能性は十分高いものと考えてよ

レ､.

終りにのぞみ今回の探査に終始協力された中

国側技術者関係者の労を多とするとともに探査

内容の発表を許可された中国政府経済鉱業研究版務

組に謝意を表する､

(筆者らは燃料部･物理探査部･鉱床部･技術部)

1地学団体研究会

1.旧都遂2年5月3目(水)

～舶(金)

2.地学団体珊究会第2i回

総会

3.東京教育大学G館

(文京区犬塚窪町24)

4.地学団体研究会

5.東京都豊島区南池袋2-32-12

地学団体研究会事務局

Tel.東京(03)983-3378

･日本写真淵鐙学会

1.昭和遂2年5月20目(土)

2.通常総会と年次講演会(研究発表会)

31東京犬学生産技術研究所中央講堂(港区麻布新竜

土町10)

4.日本写真測量学会

5.東京都港匿麻布薪竜土町10

東京大学生産技術研究所第5部丸安研究室
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曲技術協会

昭和42年5月24目(水)一27目(土)

石油技術協会第32回通常総会

1ヨ本都市センタｰホｰル(千代田区平河町2-6)

石油技術協会

東京都千代田区犬手町1-5

石油鉱業連盟内Tel.東京(03)279-5841

･日本鉱物学会

1.昭和42年5月31目(水)～6月2目(金)

2.日本鉱物学会年会および総会

3.国立科学博物館(台東区上野公園)

4.日本鉱物学会

5.東京都台東区上野公園

国立科学博物館地学研究都地学第1I珊究室

Te1中東京(03)822-6王11(内線58)

･石欝石阪学会

1.略翻独埠琶月2賞(金)

2.第18回総会粘よび第35回学術講演会

3､葛生会館(栃木黒葛生町)

4.石衝石灰学会

5.東京都千代田区榊鯛駿河台1-8

日本犬学理工学部大学院内房膏石灰学会

丁81｡東京(03)293-3251(内線359)

･日本針沈学会
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昭榊2年春月ユ師(月)一16日(火)

通常総会1講演会1装麓都会討論会

東京教育大学光学珊究所

日本分光学会

東京都新宿区百人町4-400

東京教育犬学光学研究欣内

目本分光学会

丁琶1.京東(03)362-7881

･九学会連合

1.昭和42年§則舶(土)～14目(目)

2.第2順力学会連合大会

3.東東大学理学部2号館講座

4.5.東京都文京区本郷?一13一王

東京犬学理学部地理学教室内

1ヨ本地理学会内九学会連合

〔注〕1.闘徽年月目

4.ヨ三イ話者5､

2､会合名3.会嬉

連絡先(掲載順位は原稿到着順)

ご

安斉俊男

本年(昭和42年)4月1目付をもって地質調査所に

｢海外地質調査協力室｣という新しい組織が誕生し巌し

た.これは調査所内で年食増加しつつある海外関係の

業務をとりまとめてよりよい成果をおさめられるよう

かねてからの所内外の要望が実現されたものです.

地質調査所はその業務の性質上海外との関係はも

ともと多く諸外国の地質調査所1学会･大学などの学

術上の交流文献の交換などは古くから行なわれて来ま

したが昭和33年頃からいわゆる技術協力が行なわれ�
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るようになって開発途上国との間に専門家の派遣研修

生の受入れがはじまりまた日本がエカフェに加盟して

からはエカフェの事業のうちに地質関係業務が大きく

取り上げられていることなどからとくにアジア諸国と

の関係が年とともに密接になってきました.昭和41年

度についてみると地質調査所から海外へ渡航したもの

はエカフェ関係会議5名(3回)国際学術会議2名

(2回)技術協力8名その他技術協力関係15名に及

びまた前年度から引き続いて海外に滞在中の7名カミあ

ります.また41年度中に研修生として中華民国から一7

名韓国から2名その他4名を受入れておりこれら

の数は年々増加の傾向がみられております.42年度に

は渡航者40名以上研修生30名以上が予定されています.

エカフェとの関係としてはかねてから水資源部会お

よび産業天然資源部会の中の地質専門家会議鉱物資源

開発小委員会に参加していましたが数年前からこの地

質鉱物の会議を中心としてアジア地域の大陸棚における

鉱物資源の探査を取り上げようという動きがあり昭和

40年バンコクで開かれた専門家による準備会議の勧告に

基づき｢アジア沿海鉱物資源共同探査調整委員会｣がエ

カフェ内に設立されました(この間のいきさっについて

は地質ニュｰス137号にも書かれております).この

委員会は第1回会議を昭和41年5月マニラで第2回会

議を41年11月東京で開きその聞に日本から技術担当官

をエカフェ事務局に派遣すること日本で各国の技術者

の研修を行なうことなどの要請がありました.同じく

エカフェの中の水資源部会ではかねてから日本で地下

水開発の技術者の研修を行なってほしいとの強い要請が

あり時を同じくして2種類の研修について地質調査所

が要望を受けたわけです.これらの研修は海外技術協

力事業団の集団研修事業の一部として42年度から発足す

ることとなり各機関大学等の専門家地質調査所職

員が講師にえらばれ｢沿海鉱物資源｣関係は5月8目

地下水関係は6月5目に開講することに在りました.

研修にはエカフェ地域の多くの国からの研修生が20名前

後参加することになっています.

一方地質調査所からはかなり多くの専門家が技術脇

カのため各国に派遣されておりましたがこれらはその

都度相手国の要請を受けて派遣されたもので地質調

査のように長期にわたる調査研究を行なってこそよ

い成果をあげられるものにとっては内容が不十分だと

思われるものもありました.そのためはっきりした

テｰマを持ったそして時間的にも十分な協力事業が行た

えることを希望していたわけですが今回の｢エカフェ

沿海鉱物資源探査｣の委員会設立に際し研修とともに

現地における調査研究や指導の協力もあわせて要望され

たのを機会に東南アジア地域の主として｢沿海鉱物探

査｣を目的とする通産省としての協力事業を行なうこと

が決定を見ることになりました.

以上のようないきさつから地質調査所における海外関

係の業務はエカフェの沿海鉱物資源探査を中心として

かたりはっきりした目標と量的にもかなり大きなもの

を擁することになりこれらをとりまとめる新組織の新

設が認められることになった次第です.

集団研修にしてもまたアジア地域の資源調査にし

ても地質調査所の組織をあげて長期的に海外事業にと

りくむのは初めてのことであり地質というものを通じ

て技術協力の一端をになうことカミはっきりした形で認

められたといえることになりましょう.

さしあたってのわれわれの任務としては5月以降

12月までの約半年にわたる2つの集団研修をりっぱには

たしてエカフェ地域の諸国からの研修生の期待にこた

えることまたこれと相対応して実施される韓国台

湾フィリピンをふくむ地域の沿海探査にチｰムを派遣

することです.これらのしごとを通じてアジアの先

進国としての実力を十分発揮して開発途上国の発展に寄

与しあわせてわれわれの地質学上の調査研究を一歩

日本の外部にまで進めることができることになれぱ日

本の地質学にとっても寄与することができると思われま

す.また将来の計画としては研修については｢沿

海探査｣｢地下水｣だけにとどまらず要望カミあれば

他の地質一般についてもまとまった研修を行たうことが

効果的であると考えます.また調査研究の方も沿海

探査のみに止まらずより広範囲のものカミ実施できるよ

うにしたいと思います.地質に関係ある海外のしごと

は従来から鉱業関係建設関係などの業界で広く世

界を相手に盛んに行なわれて来ましたが地質調査所と

してはやはり学術交流や技術協力を中心とした息の長

いしごとを中心として進めて行くのが適当でしょう.

欧米先進諸国の地質調査所でもそのようなやり方で広

範囲な事業を進めております.このような地道な交流

･協力が鉱業や建設業の海外進出にも寄与することは

いうまでもないことと思います.

元来目本人は外国語が苦手であるとかいろいろの

理由から海外との交流は欧米諸国に比べて遅れており

ましたがこのたび地質調査所内に｢海外｣の名の付い

た組織が生まれたことは海外との交流に積極的な姿勢

を示したものでありこれを通じて今後ますます交流が

盛んになり学会産業界また国際親善に貢献できる

ことを念願としております.(筆者は海外地質調査協力室長)�
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沈澱⑳いたずら

大き松ハスの葉を重ねたようなみごと

年ででき上ったといわれ今を盛りに輝

やいている｡カラｰでお見せでき狂い

のが残念,

地質調査所の出版物

･地質調査所月報'第18巻第尊号

報文

村上篁:鹿児島県出水地区の水資源について

長浜春夫:川端層の古流向

平沢清･伊藤公介:北海道石狩炭田音江山地域地震探

査報告一原料炭田周辺の地震探査第2報一

概報

No･15042年2月号巾ランの:畷浬誤表

北海道濁川鏡地付近の地質について(石囲)

兵庫県北部のヘリウム資源について(稲井,宮

村,牧)

日本およびその周辺の震源分布について(鈴木)

一196牌五月地質調査所研究発表会一

資料

世界地質図委貴会の最近の活動(関根)

地質情報の鴛一ド化(矢部課)

誤正

P2(分布図)岐阜県東濃地区(･･御藩H)妓阜県東濃地区(一側嵩一)

〃〃栃木県利根郡川場村灘馬県利根郡川場村

〃左7行倶栃木螂I鰯村灘挿県川場村

"左13欄泌1o㈱琶p1脳讐皿笹

〃立至附圏栃木県川場村灘馬爆川場村

P3右8行目土岐津と改称土岐津を改称

〃(第1図)を慧つ(駅名)と慈し

P6左12行目〔写真6〕峰輿?〕

左16行目〔写真7〕〔写輿幻

左17行憂〔写幕8〕暉幕餐〕

P7第2讃箆竈醐鏑ぬmsp.(ドクｰ)£q蜘搬触独習摸｡(ト夢号)

""賄gu竈珊ntipOfi(ブナ)舶鰍薯鮒加｡重1(ヅ手)

跳O右7行目便覧上便宜上

田3左壕真説明右手の谷あい左手の籍あい

糠･各嗜偽搬入)檎肚前期｡鍬)

P20宥下から6行帥UPVIW型SUP凄W型

◎1967G鋤1㎎1鰯1凱㈱yoり理an�


